













































































































































































































































年 月 シカゴ大学 (教育学科 .教育学部) デ ューイ実験学校
1892 シカゴ大学開校
1894. 7 デューィ、 シカゴ大学 に着任 哲学科
(D epartm ent of Philosophy) の主
任教授 (H ead Professor) として
1895 秋学期 舶 学科開設 取 細 itofPedagogy)
1896. 1 実験学校 開校、 ク ララ . ミ
ッチェル (M iss Clara I.
M itchell) を教師 として
190 1. 3 シカゴ学院 (T h e C hicago Institute
of P edagogy and A rts) がシカゴ大
学教育学科 (T he U n iversity of
Chicago School of Education) と
してシカ ゴ大学に併合 される ことが決
定 の ーカーが学部長) 。デューイは、
教育学科、サウスサイ ドアカデミー、
シカゴ手工学校 を指導。
190 1. 7 デューイは大学附属 中学校校長 として
の仕事 を開始
190 1.10 正式 に教育学 部 (T he S chool o f
E ducation) を開設。教育学科の名称
が 「P edagogy 」か ら 「E ducation」
へ変更。 2 つの附属小学校 :大学 附属
小学校 (The U niversity E lem entary
S ch ool) ,大学 附属 実験 学校 T h e
U niversity Laboratory Sch ool) が
併存
1902. 3 パーカー死去
1902. 5 デューイが教育学部長 (director) に






1902.10 実験学校 は教 育学部 の附属
小学校 に吸収0 ア リス (チ
ューイ 夫人) が新 しい附属
小学校の校長に就任
1904 デューイ辞職
(小柳正司「シカゴ時代のジョン・デューイの書簡について(1)-(5)」、Annual
Register,1892-1904を参考にして筆者作成)
名は掲載されなくなる。同時に、シカゴ大学教育学部(TheSchoolof
Education)が開設される.これは、1901年にパーカーの運営するシ
カゴ学院がシカゴ大学に併合されたことによる。だが、この1901年の時
点では教育学部と教育学科との関係は前者の下部組織としての後者ではな
く、それぞれ独立した組織であり、デューイの分業の構想通り、教育学研
究・教育と教員養成が承離したままであった(35).
さらに、1902年度版の『シカゴ大学年次記録』(36)、には、教育学科は
哲学科の「教育学科目群」(GraduateCoursesinEducation)へと縮
小する。これは、1902年3月にパーカーが急逝し、教育学科主任のデュー
イが教育学部長に就任することになったことによる.デューイが教育学部
長に就任することに伴い、併存していた2つの教育学部門は、その大部分
が教育学部に併合されることになった(37)。この教育学部には、教育学部
の教員養成部(TheProfessionalDepartment),シカゴ大学附属中学
校(TheUniversitySecondarySchool),シカゴ手工学校(The
ChicagoManualTrainingSchool),シカゴ大学附属実験学校(The
UniversityLaboratorySchool),シカゴ大学附属小学校(The
ElementarySchool)が含まれていた(38)
教育学部長就任によって、教員養成と大学における教育学を別けて捉え
ていたデューイがその2元論的な考え方を克服しなければならない状況と
なった。
松村はこの状況について,「デューイは、教育学部長に就任することに
よって,教員養成と教育学研究・教育とを区別するという『分業』を、今
度は組織的にも思想的にも統合ずるという課題に直面せざるをえなくなっ
た」(39)と指摘している。そして、教育学部長就任後のデューイの論文や
言明から「教員養成と教育学研究・教育との『分業』の発想から、自ら総
合大学における教育学部の運営責任を負うことによって、両者を『統合』
する課題を引き受けていった。教員養成と教育学研究・教育、さらに教員
養成における<リベラ>な要素と<プロフェッショナル>な要素、また<
何を教えるか>という教科の知識と<いかに教えるか>という教職に関す
る素養、そして教育学における<アカデミック>な側面と<テクニカル>
な側面一一こうした対立図式を、「実験室」的「探究」というデューイ思
想独自の思考形式によって統合しようとしたのである」(40)と述べる。
では、シカゴ大学教育学科とデューイ実験学校との問で行われていたシ
カゴ大学学生のアシスタント活動は、この分業の統合というデューイの思
想及びその思想形成にどのように寄与したのであろうか。次章では、アシ
スタント活動について検討を行う。
6デューイ実験学校におけるシカゴ大学の学生アシスタントの役割と意義
まず、デューイ実験学校における学部学生・大学院生のアシスタントの
役割について述べ、次にデューイがアシスタント制度を導入した意義につ
いて考察する。
デューイ実験学校のアシスタントには、1研究の目的で述べた通り、
有給の場合と無給の場合とがあり、シカゴ大学から授業料を援助されてい
るような大学院生や、多くの学部学生がアシスタントとして活動していた。
筆者は、デューイ実験学校開校時から1903年までの間に75名のアシスタ
ントが活動していたこと、このアシスタントには実験学校における(り「授
業補助」、②「授業実施」の2通りの活動形態があり、(彰の「授業実施」
のアシスタントはさらに研究のため、実習のため、奨学金のための3つに
分類されることを明らかにした(41)具体的には、①の「授業補助」はシ
カゴ大学の大学院及び学部における一部の授業の履修要件となっており、
学生たちは大学の授業の一環として実験学校での授業観察と授業補助を行
っていた。②の「授業実施」は、(彰と同様に一部の授業の履修要件となっ
ていた場合と、優秀で教育経験がある学生が奨学金を得るための活動とな
っていた場合とがあった1900年からは、実験学校でアシスタントを行
うシカゴ大学の学生たちは、大学から指定された授業科目を受講すること
を義務付けられた。指定された授業科目(42)の多くは実験学校の教員及び
大学助言者の担当であった。
先に述べたとおりデューイは、論文「大学の教科としての教育学」にお
いて、教育学の指導について「教室での理論が実際の学校活動と平行する
程度に比例して効果的なもの」となり、「学生は講義や教科書で示された
ものの真意を理解することができる」し「教室で教えることが、あいまい
で実行できないものではないという保証になりうる」と主張し、この主張
から「理論と実践とは、常に結合していかなければならない」と結論づけ
ている。『学校と社会』においては「教育そのものの実際的な活動を通し
て」教育学を教授することの意義を説いている。
実際に、シカゴ大学の学部学生・大学院生たちは、教育学上の実験室で
あるとデューイが位置づけていた実験学校におけるアシスタント活動を通
して、教育そのものの実際的な活動を行い、大学で学んだ理論と実験学校
における学校生活とを平行することによって、大学の講義や教科書で示さ
れたものの真意を理解し、大学の教室で教えられることは、唆味なもので
も実行不可能なものではないことを学ぶ機会を得ていた。つまり、アシス
タント活動によって大学での理論と実験学校における実践との統合が実現
していた。
では、デューイがシカゴ大学着任当初に持っていた大学における教育学
研究・教育と師範学校との「分業」の思想へのアシスタント活動の影響は
いかがなものであっただろうか。
先に、デューイが、師範学校とカレッジの間には「何を教えるべきか」
と「いかに教えるべきか」の分離があり、両者はその隔離に苦しんでいる
と述べていることを指摘した。大学での理論と実験学校における実践との
統合を目指すアシスタント活動は、この隔離を打破する活動、つまり、「何
を教えるべきか」と「いかに教えるべきか」を統合する役割を担った活動
にはかならない.
さらに、『学校と社会』において、デューイが「大学院の学生は、自分
たちの調査研究や研究方法をたずさえて、わたしたちの実験学校へやって
きて、いろいろなアイディアや問題を提示してくれている」と述べている
通り、実験学校は最新の教育学研究の場であったことはもちろんであるが、
同時にその最新の研究の成果を「いかに教えるべきか」についても探究し、
理論と実践とを統合する場であったともいえる。
デューイが、1896年のシカゴ大学着任当初の論文(43)で示した「分業」
の発想を組織的にも思想的にも統合するという課題に直面せざるをえない
状況となったのは、教育学科と教育学部が併合して教育学部長となった
1902年のことである.しかしながら、この分業の発想は、シカゴ大学教
育学科及びデューイ実験学校における教育実践を通してデューイによって
再検討され続けており、その統合という思想形成に多大な影響を与えてい
たと考えられる。統合後の教育学部の学生がデューイ実験学校においてア
シスタント活動を実施して否かについては未調査であるので、教育学部長
就任以降のデューイの教育学構想については別稿で論ずることとする。
7デューイ実験学校でアシスタントを行ったシカゴ大学学生の進路
デューイ実験学校においてアシスタントを行っていたシカゴ大学の学部
学生・大学院生のうち、本稿ではロウ・ロバート・ケーブル(44)(Row,
RobertKeable)を採り上げて、その進路についての調査結果(45)を示し、
デューイ実験学校におけるシカゴ大学教育学科の学生によるアシスタント
括動の意義について考察する。
彼は、19011903年の春学期までシカゴ大学大学院で学んでいる。博
士論文執筆許可者の一人であり、執筆許可の推薦者はデューイである(46)。
また、1909年に出版した著書『手工芸と手工業の教育上の意味』(The
EducationalMeaningofManualArtsandIndustries)の冒頭で「こ
の著書をインスパイアしてくれたデューイ教授へ」と記述していることか
ら、在学中にデューイから多大な影響を受けたと考えられる。同時にデュ
ーイ実験学校においてのアシスタント活動を行っていたことから、同校に
おける教育実践からも多くを学んでいたことを推測できる。同著書の分析
は別稿で行うこととするが、この著書には、シカゴ大学教育学科及びデュ
ーイ実験学校におけるアシスタント活動から学んだ成果が記されていると
考えられる。
彼は、1903-1906年までシカゴ大学の学外教育部門の講師として働き、
1906年から出版社に編集長として勤務している。アメリカ教育協会(N誠α血
EducationalAssociation)、教育出版社協会(EducationalPublishers
Associationのメンバーでもあった1909年の著書以外にも、1906年
StudiesinEnglish、1907年EssentialStudiesinEnglish,vols.I
andll、1917年WorkandPlaywithLanguage、1923年Triune
Writing-Spellersなどの著書がある1901年の大学院入学以前にも数冊
の著書がある(47)。
デューイは、シカゴ大学教育学科着任当初の論文「教育学上の実験」に
おいて「教育学科の主たる目的は教員の養成ではない。むしろ、すでにか
なりの教育に関する経験を持ち、彼らの専門科目の意味のある諸原理やご
く最近の教育の動向をより徹底的に知りたいと望んでいる教員達を受け入
れている。以前の教育長や師範学校の教員が、それゆえに教育学科の大学
院生の大部分を占めている」(48)と教育学科の構想を説明している。
ケーブルの事例は、デューイが構想したとおり、シカゴ大学教育学科に
は高い専門性を備えた学生が入学しており、同学科で学ぶこと及び実験学
校におけるアシスタント活動を通して更にその専門性を深め、教育に関す
る専門的知識を活かして広く社会で活躍する人材を育成していたことを示
唆している。
本稿の2デューイによる実験学校とシカゴ大学教育学科の構想において、
小柳は、デューイによる実験学校とシカゴ大学の構想の背景には、教育学
を高度な専門研究に従事する学問として確立しようというデューイの教育
学構想があったと指摘していることを示した。教育学を高度な専門研究に
従事する学問として確立するというデューイの教育学構想の背景には、教
職を専門職として確立するという構想があった。
119
デューイが構想した教育学を実現するためには、理論と実践とを統合す
るための実験室、すなわち.デューイ実験学校の存在が必要不可欠であり、
この実験室における実践を通して学生たちは講義や教科書で示されたこと
の真意を理解する。実験学校におけるアシスタント活動は、理論と実践と
を統合するための大きな役割を果たしていたことから、教職を専門職とし
て確立するというデューイの構想を実現するためも重要な役割を担ってい
たといえる。
8研究のまとめ
本稿では、シカゴ大学教育学科におけるデューイの教育学構想の観点か
ら、デューイが実験学校にアシスタント制度を導入した意図及びその意義
について検討することを目的として、デューイの諸著作、シカゴ大学の年
次記録などの検討を行った。
検討の結果、シカゴ大学教育学科においてデューイは、教育学を高度な
学問研究に従事する学問として確立し、教職を専門職として位置づけるこ
とを構想していたことから、同教育学科は、師範学校及びカレッジの課題
を克服する必要があったこと、デューイは、この課題克服の方策の1つと
なることを意図してシカゴ大学学生のアシスタント活動を導入したことが
明らかになった。
デューイが示しているカレッジ及び師範学校における課題とは、「何を
教えるか」と「いかにして教えるか」の分離であった。すなわち、デュー
イによれば、カレッジの学生は教材を自由に使いこなす力は備えているが、
彼らは子ども時代を忘れてしまっているので、その教材が教えられる子ど
もの心にどのように関連させることができるのかについての知識は備えて
いないという。デューイは、シカゴ大学教育学科の学生が実験学校におい
てアシスタント活動を行うことによって、子ども時代を忘れている学生た
ちにとって子どもの学びの実際を目の当たりにする機会となり、教材が教
えられる子どもの心を学ぶ活動となることを意図していた。
つまり、シカゴ大学学生のデューイ実験学校におけるアシスタント制度
の導入には、大学での学問研究を現実の学校教育場面で実感を伴って理解
すること、そして、学生たちに子どもたちの心の有り様を実感させること
によって、「何を教えるか」と「いかにして教えるか」の分離を克服し、
理論と実践とが統合される機会となるという意義があった。さらに本研究
では、一人の事例ではあるが、デューイ実験学校においてアシスタント活
動を行い、シカゴ大学教育学科修了後に教職専門職として活躍した卒業生
の存在を確認することもできた。さらにまた、シカゴ大学学生たちが奨学
金を得る機会にもなっていた。
このアシスタント制度の導入は、シカゴ大学の学生にとってのみではな
く、デューイ実験学校にとってち.大学生がアシスタント活動を行うこと
によって一人ひとりの子どもたちの教育を充実させることや、最新の研究
の成果を子どもたちの教育に取り入れることができるという利点があった(49).
本稿では、1902年の教育学部との統合以前に焦点をあてて検討を行っ
たが、教育学部と統合した後にデューイの「分業」の考え方がどのように
変化したのかについても重要な研究課題である。今後の研究テーマとした
いD
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